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米国政府省庁、研究所の報告書に見る国際気候変動と地球温暖化 

International Climatic Changes and Global Warming 
 

地球の長い歴史の中で、気候は火山の噴火、地球の軌道の変化、太陽の放射エネルギーの量など、 

自然の要因によって影響を受けてきましたが、18 世紀後半の産業革命とともに、地球の歴史上初めて、

人間の活動が大気の組成を変え、地球環境に影響を及ぼすようになりました。過去 200 年間、化石燃

料の燃焼と森林伐採により、二酸化炭素等の温室効果ガスの排出量が増加し、温室効果が進行し、地

表面の温度が上昇する傾向が促進されました。温室効果ガスは人間が地球上で生活を営む上で必要

なものであり、それがなければ地表面の温度は－20°程度になると言われています。しかし、温室効果

ガスの排出量が一定以上の水準に達すると、地表面の温度は過去の水準を超えて上昇のカーブを描

きます。人間の活動の結果として引き起こされた温暖化は異常な降雨、極地の氷の融解、海水面の上

昇等の現象を引き起こし、人間や動植物にも影響を及ぼしています。このような状況の中で、世界の科

学者は様々なデータや情報に基づき、将来の気候変動を予測し、政策立案のための提言を行なって

おります。 

本コレクションは、米国の政府省庁や研究所の各種報告書や分析結果を収録することで、気候変動と

地球温暖化の脅威に対して米国がどのように対処しているのか、その実情を明らかにします。 
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◆データベースの概要 

⬧ 原資料所蔵機関： National Archives (United States) 

⬧ 期間： 1991年－2009年 

⬧ 総ページ数： 12,000ページ 

※マイクロフィルム版のコレクション Studies in Global Crisis: International Climatic Changes and 

Global Warmingを電子化したものです。 

 

⬧ すべてのコンテンツと機能をお試しいただける 1 ヶ月の無料トライアルをご提供しております。 

⬧ 商品に関するお問い合わせは、センゲージラーニング株式会社、または販売代理店（株式会社 

極東書店）までお願いします。 

⬧ ホスティング料金はかかりません。 


